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研究成果の概要（和文）：長寿社会と経済格差の関係に焦点を当て、「日本家計パネル調査(JHPS)」を継続し
た。JHPS回答者の子を対象とした「JHPS第二世代付帯調査(JHPS-G2)」も開始し、所得や資産、教育、健康にお
ける格差の世代間移転について、日本で新たな知見を得ることができた。さらに、コロナ流行を踏まえ「JHPSコ
ロナ特別調査(JHPS-COVID19)」を緊急実施し、長寿社会、新しいテクノロジーの普及という社会的潮流のなか、
コロナ危機での格差の動向について、いち早く検証することができた。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the relationship between longevity and economic inequality, we 
conducted "Japan Household Panel Survey (JHPS)." We also launched the "JHPS Second Generation 
Supplement (JHPS-G2)," a survey targeting children of JHPS respondents, which provided new insights 
into the intergenerational transfer of inequality in income, assets, education and health in Japan. 
Furthermore, in light of the COVID-19 pandemic, we conducted "JHPS special survey for COVID-19 
(JHPS-COVID19)," enabling an early examination of trends in inequality during the COVID-19 crisis 
under the social trends such as longevity and the diffusion of new technologies.

研究分野： 労働経済学

キーワード： 計量経済学　経済統計学　労働経済学　財政学　社会保障論　教育経済学　社会政策　人口学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
格差の拡大や固定化、社会の分断は、多くの先進国が直面しており、日本も例外ではない。本研究では一時点の
格差の実態のみならず、親から子に引き継がれる格差の世代間移転について、独自のデータにより日本の状況を
明らかにした。また、コロナ流行という全世界的ショックが、格差拡大にどういった影響を与えたのか、非接触
の経済活動の普及といった新しいテクノロジーの台頭を背景に、実証分析のためのデータの整備と、コロナ初期
段階やアフターコロナ下での影響について分析した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）研究代表者らの本研究開始当初までの研究成果から、貧困や所得格差、世代間格差とい

った格差問題の多くが長寿社会という環境との関連で研究することが重要であることが示唆さ
れた。わが国は世界でも類を見ない長寿社会を経験しており、個人・世帯レベルでは、健康リス
クの高まり、介護、高年齢就業、世帯内の所得移転や相続、持ち家の住替え、次世代の教育投資
などの課題・問題、また、企業レベルでは、人手不足や生産性の低下、AI などの技術革新、定
年延長、非正規雇用、人的資源管理といった課題・問題に直面している。さらに、国レベルでは、
こうした課題に対応するために、税・社会保障を通じた再分配政策や労働・住宅・教育などにか
かわる施策のあり方が問われている。これらの課題の多くは経済格差に起因し、また、経済格差
に影響を与える。経済格差を切り口に、これらの課題・問題を対象に、その背景やメカニズム、
この循環を断ち切るための有効な政策を研究することは、少子高齢化を迎える多くの国にとっ
て役立つものであり、超長寿社会日本の研究者に課せられた使命と考え、本研究を開始した。 

 
（２）研究代表者らは、これまでの研究プロジェクトで「日本家計パネル調査」などの家計パ

ネルデータの構築を進め、これを用いて他分野にわたる経済格差研究を進めてきた。今後、長寿
社会の中で、親・子・孫の三世代間でどのような資源配分の決定がなされるかによって、経済格
差の動向が変わりうるため、三世代の関係性を考慮した研究の必要性が増していた。そこで、本
研究では、経済格差の動学研究という従来の研究課題を、長寿社会との関係に焦点を当てる形で
発展・進化させることとした。 
 
 
２．研究の目的 
（１）長寿社会と経済格差の関係に焦点を当て、長寿少子社会に起因する経済格差の発生メカ

ニズム、さらには、経済格差が長寿少子社会での人々の暮らしや働き方、健康、社会経済の諸制
度、消費・生産行動、資産形成、出産などの家族形成、保育・教育などの次世代育成などに与え
る影響について、家計を追跡するパネルデータの構築・解析を通じて多角的に研究することを目
的とした。 

 
（２）長寿社会と経済格差の関係を多角的に解明するため、研究代表者らが従来から構築して

きた「日本家計パネル調査」などの家計パネルデータの設計・解析を継続するとともに、長寿社
会における経済格差研究に適した調査内容になるよう、新たに、①調査対象者の同居家族全員の
情報の収集、②調査対象者の非同居家族への新規調査、③基本項目・モジュール項目からなる調
査項目の策定を試みることとした。 

 
（３）経済格差は様々な経済事象として生じており、それぞれが相互に密接に依存している。

1 つの分野に特化することなく、応用ミクロ経済学の様々な分野からの多角的・総合的に経済格
差のダイナミズムを解明し、公平性と効率性の視点から政策含意を導出する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）研究組織として、データ構築・連携班と 5 つの研究班を設置し、班ベースでの活動を基

本とする。年 2〜3 回程度の班リーダー会議、毎年 10-12 月にかけて 1〜2 回程度、全体による調
査票策定会議を開催し、「日本家計パネル調査」などの調査票や調査方法の検討・確定作業を行
う。 
データ構築・連携班は、「日本家計パネル調査」をはじめとするパネル調査を継続し、データの

質や利便性の向上を目的に、サンプルバイアスを補正するウエイトの開発、データ貸し出しにか
かる準備を行う。また、「日本家計パネル調査」を活用した国際共同研究の促進を目的に、ルク
センブルク所得研究の所得のミクロデータベースや、オハイオ州立大学らによる国際比較可能
なパネルデータベース（CNEF）に、JHPS を提供すべくデータ整備や調整を行う。 
 
（２）「JHPS 第二世代付帯調査」の実施 
格差の世代間連鎖の研究に向けて、多世代にわたる情報収集を効率的に行うため、WG を立ち

上げて調査の設計や調査票の内容について協議し、2018 年度に「日本家計パネル調査」の回答
者の子を対象とした「JHPS 第二世代付帯調査」を実施するとともに、「日本家計パネル調査」に
高年齢者に比重をおいた新規サンプルの追加を行った。これら一連の調査の実施により、三世代
における金銭的・非金銭的つながりや格差の世代間移転について、情報を収集する仕組みを設け
た。 
 
（３）「JHPS コロナ特別調査」の実施 



新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受けて、研究代表者らは、長寿社会や新たなテクノ
ロジーといったメガトレンドを背景に、長期化が予想されるコロナ危機によるショックが社会
の格差構造に大きな影響を及ぼすと考えた。経済格差を研究するうえで、コロナ危機の影響を把
握することは不可欠であるため、2020 年 4 月に緊急で、「JHPS コロナ特別調査」ワーキンググ
ループを立ち上げ、2020 年 2 月に実施した「日本家計パネル調査」の回答者を対象に、5 月に第
1 回目の調査を、その後、約 4 か月おきに現在まで計 4 回の特別調査を実施し、コロナ禍におけ
る就業や所得、健康、幸福感などの変化をリアルタイムで追跡調査している。調査実施に当たっ
ては、感染予防対策を徹底させ、従来の訪問留置き調査を改めて、郵送・インターネット調査を
導入し、初回の緊急事態宣言下においても調査を成功させることができた。 
 
 
４．研究成果 
（１） 長寿社会に起因する経済格差 ≪研究リソースの拡充≫ 
長寿社会における経済格差を分析するにあたり、本研究では、教育や相続などを通した格差の

世代間移転や、AI など新技術の導入や、IT スキル、非認知能力などによる格差への影響に着目
した。そのため、本研究の主たる研究リソースである「日本家計パネル調査」におもに以下の 3
点の改良を加えた。 

- 格差の世代間移転を分析するため、「家族票」の導入と「JHPS 第二世代付帯調査」の実施 
- 相続による経済格差を分析するため、資産に関する質問項目の追加 
- 技術革新と経済格差を分析するため、新技術の利用や非認知能力に関する質問項目の追加 
「日本家計パネル調査」は研究代表者らがこれまで 19 年に渡り構築してきたパネルデータで

ある。教育・就業・所得・健康・資産など多岐にわたる家計情報を有するデータであるが、祖父
母世代から孫世代にまたがる格差の世代間移転を分析するためには、多世代に渡る家族の情報
が必要であると判断した。そこで新たに「家族票」を導入し、調査対象者の同居・非同居家族の
情報を収集することを試みた。さらに、対象者の成人した同居・非同居の子どもを対象とした
「JHPS 第二世代付帯調査」を 2018 年度から実施し、現在まで計 5 回の調査を実施した。これに
より、「日本家計パネル調査」のみでは得ることのできなかった、三世代にわたる家族の情報を
整備することができ、格差の世代間移転分析に関する日本では貴重な研究リソースの拡充が実
現できた。 
また、「日本家計パネル調査」のモジュール調査として、新たに AI など新技術の利用や、仕事

特性、IT スキルや非認知能力、自己研鑚、資産に関する新しい質問項目を追加した。これによ
り、AIなどの新技術の活用や、仕事特性や保有する ITスキルが雇用を通じて格差に与える影響、
相続や贈与を通じた世代間の資産格差の連鎖に関する分析が可能となった。 
さらに、本研究期間中に発生した新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受け、コロナ危機

が経済格差に多大な影響を与えうることを予想して、2020 年 2 月に実施した「日本家計パネル
調査」の回答者を対象に、緊急的に「JHPS コロナ特別調査」を 2020 年 5 月に実施した。その
後、流行の長期化を踏まえて、おおよそ 4 ヵ月おきに調査を実施し、現在に至るまで計 6 回実施
した。「日本家計パネル調査」と組み合わせることにより、コロナ流行前後の人々の就業や所得、
健康状態などの変化をリアルタイムで捉えることのできるパネルデータとして、貴重な研究リ
ソースを拡充することが可能となった。 
（２） 長寿社会に起因する経済格差 ≪研究成果≫ 
研究リソースの拡充により実施した研究の研究班毎の成果は以下のとおりである。 
〔ワークライフバランス班〕 
ワークライフバランス班では、主として５つの重点的研究領域（世代間移転と教育、技術革新

と成人学習、世代間移転とウェルビーイング、長寿社会と雇用・賃金、その他）を設けて研究を
遂行し、これまでに 115 本の論文（うち査読付論文 42 本）と、書籍 17 冊を発表した。Journal of 
Happiness Studies、Social Science and Medicine、Journal of the Japanese and International Economies、
Japan and the World Economy、Applied Economic Letter、『日本労働研究雑誌』などの学術誌に論文
が掲載された。 
「世代間移転と教育」では、高等教育に着目し、親や祖父母の経済状況により子どもの学力や

進学状況にどのような差が見られるのか、奨学金制度が長期的にみてどの程度格差縮小に寄与
しているのか分析した。研究代表者らが出版した『大学への教育投資と世代間所得移転―奨学金
は救世主か』(2017 勁草書房)のほか、代表的な論文として、野崎華世・樋口美雄他(2018)「親の
所得・家庭環境と子どもの学力の関係：国際比較を考慮に入れて」NIER Discussion Paper Series
がある。「技術革新と成人学習」については、AI などの新技術が労働市場の二極化をもたらし格
差拡大を促す可能性を懸念し、労働者の技能の陳腐化を防ぐための成人学習の重要性を念頭に
研究を進めた。例えば、「日本家計パネル調査」を用いて教育訓練給付金の政策評価を行った
Yokoyama, Kodama and Higuchi (2018) “Effects of state-sponsored human capital investment on the 
selection of training type” Japan and the World Economy や、従事する仕事の高度化と賃金との関係
を分析した Toru Kobayashi and Isamu Yamamoto (2020) “Job tasks and wages in the Japanese labor 
market: Evidence from wage functions” Journal of the Japanese and International Economies などがあ
り、そのほかにも、「日本家計パネル調査(JHPS)」の新技術やスキルに関する新たな質問項目を
利用した研究に関して、Western Economic Association International などの国際学会で発表した。



「世代間移転とウェルビーイング」については、研究分担者の山本勲を中心に、長時間労働とメ
ンタルヘルスなどの関係を検証し、働き方や健康格差などへの知見を見出した複数の査読付論
文を発表している。また、「JHPS 第二世代付帯調査」を利用し、親子間での健康状態の関連を分
析した、石井加代子・山本勲 (2020)「日本における健康の世代間移転 ― JHPS 第二世代付帯調
査を用いた検証 ―」PDRC Discussion Paper Series や、「JHPS コロナ特別調査」を利用した石井
加代子・中山真緒・山本勲（2021）「コロナ禍での在宅勤務の潜在的メリットと定着可能性：パ
ネルデータを用いた検証」PDRC Discussion Paper Series もあげられ、海外のジャーナルに投稿し
レフリーコメントに基づきリバイスを行っている。さらに、「JHPS コロナ特別調査」の研究成果
をまとめた書籍『コロナ禍と家計のレジリエンス格差』を出版し、セミナー「コロナ期日本の働
き方、家計のレジリエンス格差」も開催した。「長寿社会と雇用・賃金」についても多くの査読
付論文を発表した。研究代表者の樋口美雄は「日本家計パネル調査(JHPS)」を用い、「日本の高
齢者の就業行動・引退行動：パネルデータを用いた属性要因・政策効果の実証分析」(共著) PDRC 
Discussion Paper Series を発表し、投稿に向けて論文の改訂を進めている。 
〔次世代育成班〕 
次世代育成班では、「日本家計パネル調査」の対象者の子ども（小中学生）を対象とした「日本

子どもパネル調査」を引き続き実施し、親世代における経済格差が子への教育投資や子の学力に
どのような差をもたらしているのか、複数の視点から分析した。主に、7 つの研究課題を設けて、
中国や米国との国際共同研究を積極的に進めて、コロナ禍前までは国内外の学会・セミナーにて
複数回研究報告を行ってきた。「子どもの時間の使い方と学力」および「日本における教育投資
と教育成果の男女間格差」は Chinese Journal of Sociology に掲載された。「家計所得が子どもの教
育成果と教育費支出に与える因果的効果：我が国の児童手当改革を用いた検証」は Journal of the 
Japanese and International Economies に掲載された。教育資金贈与信託制度が教育投資および学
力等に与えた効果に関する実証研究」については、Potsdum 大学での Society for Longitudinal and 
Lifecourse Studies で発表後、改訂を行っている。さらに、欧州との共同研究として European Journal 
of Public Health に母親の就業と子どもの肥満に関する論文の掲載が決まっている。また、「JHPS
第二世代付帯調査」を活用した「大学での奨学金受給と家計の経済状況：JHPS 第二世代付帯調
査による分析」「所得の世代間弾力性：JHPS 第二世代付帯調査による分析」を DP として公表、
国際学会で報告済の「奨学金の受給返済と若者のライフコース—JHPS 第２世代追跡調査データ
に基づく実証分析」とともに、現在改訂中である。 
〔資産格差班〕 
資産格差班では、住宅等の実物資産・金融資産の相続が子世代における富の蓄積や資産の格

差にどのような影響を与えているかに焦点を当て分析を進めた。これまでに、12 本の査読付論
文が国内外の学術誌に採択され、洋書 1 冊を発刊することができた。採択された学術誌は、
International Journal of Economic Policy Studies（2 本）、International Journal of Housing Markets and 
Analysis（2 本）、International Real Estate Review、Journal of Housing Economics、Journal of Spatial 
Econometrics、Journal of Sustainable Real Estate、Journal of Urban Economics、Review of Economics 
of the Household、Spatial Economic Analysis、季刊住宅土地経済、日本不動産学会誌である。日本
不動産学会誌に投稿した論文が、2020 年度論文賞を受賞した。現在は、「日本家計パネル調査」
「第二世代付帯調査」を利用して、二世代・三世代にわたる資産の移転と経済格差への影響を、
特に居住地選択との関連に着目しながら分析している。 
〔財政班〕 
財政班においては、「日本家計パネル調査」の所得情報を用いた、税や社会保障を考慮した可処

分所得の推計プログラムの作成を中心に活動した。財政班が推計する可処分所得はルクセンブ
ルク所得研究（LIS）の所得に関する国際比較データの日本のデータとして、広く世界の研究者
に利用されている。また、本班では査読付論文を 11 本輩出し、International Institute of Public 
Finance や Econometric Society などの国際学会での発表も積極的に行った。また、洋書 1 冊の刊
行の準備が整っている。 
〔社会保障班〕 
社会保障班では、班全体として、「日本家計パネル調査」を活用して、相対所得と生活満足度と

の関係を分析した。成熟した社会を迎えたわが国で一人当たり所得が増加しているにもかかわ
らず、平均的な幸福度が上がらない事実に着目し、他人と比較した「相対所得」が満足度といっ
たウェルビーイングに重要な影響を与えていることを実証的に明らかにした。長寿社会におけ
る所得格差の弊害について重要な示唆を得ることができた。また、定年退職と健康の関係を分析
した研究が査読付論文として The Journal of Gerontology に掲載された。ほかにも、「JHPS コロナ
特別調査」を利用して、コロナ危機によるショックに対する経済的脆弱性について分析した石井
加代子・山田篤裕(2021)「コロナ禍における低所得層の経済的脆弱性」『貧困研究』などがある。 
（３） 国際連携について 
日本を代表するパネルデータとして、「日本家計パネル調査」の国際機関への提供を継続した。

具体的には、ルクセンブルク所得研究の Luxemburg Income Study（LIS）やオハイオ州立大学が
指揮をとる国際パネルデータベース Cross-National Equivalent File（CNEF）への継続的なデータ
提供である。CNEF については、データサイト Investigator でデータ提供すべく調整を行った。こ
れらの研究機関を通じて、世界の研究者に、「日本家計パネル調査」が利用されている。 

2019 年度からはフランスの EHESS（社会科学高等研究院）と技術革新とウェルビーイング・



経済格差に関する共同研究を開始し、2019 年 11 月に最初のワークショップをパリにて開催し、
その後、2022 年 8 月に日本にて開催、2023 年 3 月にパリにてワークショップを開催した。「日本
家計パネル調査」における技術革新と自己研鑽の情報に関しては、OECD（経済協力開発機構）
が取り組んでいる成人教育分野の研究に用いられ、本研究チームでの分析結果を提供するなど、
国際連携に貢献することができた。 
「日本家計パネル調査」のサンプルバイアス補正ウエイトの作成においては、パネルデータの

ウエイトに関する研究蓄積が日本では十分なかったため、欧州の家計パネル調査（EU-SILC）に
おけるウエイトの作成担当者に直接指示を仰ぐことができた。 
さらに、新型コロナウイルス感染症流行を受けて、緊急的に実施した「JHPS コロナ特別調査」

は、前述の CNEF 参加 11 か国と共同で共通質問項目を設けており、世界的ショックが家計に与
えた影響に関する国際比較研究を行うための基盤づくりを 11 か国と連携して取り組んでいる。 
また、英国 King’s college の教授らと、コロナ危機が労働市場に与えた影響に関する研究テー

マで日英での共同研究を開始し、数回のオンライン会議を経て、2023 年 3 月にロンドンにて研
究報告会議を開催した。コロナ禍で移動の制限があるなかでも、国際連携を継続的に進めること
ができた。 
（４） 研究インフラの整備 
本センターが設計・実査している「日本家計パネル調査」を始めとしてパネルデータの利用者

の拡大、利用者に向けての利便性の向上のため、Web ベースでのデータ申請・提供や、各年のデ
ータをパネルデータ化する「データ構築プログラム」の作成・提供を進めてきた。さらに、セン
ターで提供するパネルデータの主要変数を即時に集計できる「オンデマンド・オンライン分析シ
ステム」の構築、パネルデータ内の情報を整理した「データ変数カタログ」のシステム開発を進
め、一般公開した。データの適用範囲を増やすため、データベースの整備が進んでいる。また、
本センターで提供しているパネルデータの質の維持・向上のため、欧州の専門家よりアドバイス
を受け、標本脱落やサンプル追加により発生するサンプリングバイアスの修正を行うウエイト
の作成を再検討し、一般公開にこぎつけた。パネル調査の実査においても、2018 年度から一部
でインターネット調査を導入し、回答者の負担軽減を試みた。インターネット調査の導入に関し
ては、コロナ禍を期に、より定着したシステムにすべく改良を進めた。 
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Workshop on Micro-econometric Analysis of Housing Market

 ３．学会等名

隅田和人

隅田和人

 ２．発表標題

 ２．発表標題

石川武・敷島千鶴

隅田和人

日本パーソナリティ心理学会第28回大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Bequest Motives, Inheritance Tax and Housing Choice: Imprecations for Empty Nest Problem

The Inheritance Tax and Household Mobility: An Exploration of Empty Nest Problem

二分法的思考傾向とレスポンス・スタイルの関連―複数の採点法を用いた検討―

Bequest Motives, Inheritance Tax, and Housing Choice: A Problem of Inefficient Empty Nests

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 16th Irvine-Japan Conference on Public Policy（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asian Real Estate Society（国際学会）

隅田和人

隅田和人

隅田和人

寺井公子

応用経済学ワークショップ

Sokolov Real Estate Seminar Series（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

The Inheritance Tax and Household Mobility: An Exploration of Empty Nest Problem

Bequest Motives, Inheritance Tax, and Housing Choice: A Problem of Inefficient Empty Nests

Bequest Motives, Inheritance Tax and Housing Choice: Imprecations for Empty Nest Problem

Effects of the Elderly Population and of Political Factors in the US States

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JILPT・EHESS/FFJ共催ワークショップ（招待講演）（国際学会）

RIETI政策シンポジウム：日本の雇用システムの再構築―生産性向上を目指したAI時代の働き方・人事改革とは（招待講演）

第55回ESRI-経済政策フォーラム（招待講演）

山本勲

山本勲

山本勲

Hideo Akabayashi, Shiho Yukawa (Presenter), Kayo Nozaki (Presenter)

Western Economic Association International, 15th International Conference（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

働き方改革における長時間労働是正

AIを活用した補完的イノベーションとしての働き方改革

AIなどの技術と働き方・ウェルビーイング

Gender differences in educational investment and outcomes in Japan: Evidence from the Japan Child Panel Survey



2019年

2018年

2018年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

行動・健康・社会科学の融合による社会的排除の科学的制御：第1回セミナー

第１回教育政策研究会フォーラム「研究×政策×実践をつなぐプラットホームづくりに向けて」（招待講演）

Mini-Conference on Equality among Children and Families: Evidence from China, Korea, Japan, and the World

 ３．学会等名

赤林英夫

Hideo Akabayashi, Kayo Nozaki, and Shiho Yukawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ryosuke Nakamura (Presenter), Jun Yamashita (Presenter), Hideo Akabayashi

赤林英夫

Western Economic Association International, 15th International Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

行政の保有する教育データの利活用：EBPM推進に際しての教育行政上の課題

Gender differences in educational outcomes and investment in Japan

Children’s Time Use and Educational Achievement: Assessing Evidence from the Japan Child Panel Survey

子どもをめぐる生活・学びからの社会的排除：家庭と教育投資の関連を巡って

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
応用地域学会2018年研究発表大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Mini-Conference on Equality among Children and Families: Evidence from China, Korea, Japan, and the World

Jun Yamashita, Ryosuke Nakamura, Hideo Akabayashi

瀬古美喜・新倉博明

H. Niikura, M. Seko

隅田和人・瀬古美喜・吉田二郎

武蔵野大学　第3回Happiness Meeting　ポスターセッション

The 17th International Conference of the Japan Economic Policy Association（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Children’s time use and educational outcomes in Japan

取締役会における女性の活躍が企業に与える影響

The Effect of Inside and Outside Female Directors on Firm Performance －Comparison of The First Section, Second Section,
Mothers, and JASDAQ  in the Tokyo Stock Exchange Market－

家計の転居・住宅改修行動の実証分析：遺産動機をめぐって

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

土地総合研究所（招待講演）

Western Economic Association International（国際学会）

Western Economic Association International（国際学会）

隅田和人・瀬古美喜・吉田二郎

M.Seko,  K,Sumita,  J.Yoshida

T. Ishino,  M.Naoi,  M. Seko,  K. Sumita

黒田祥子

International Association of Time Use Research（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

家計の転居・住宅改修行動の実証分析：遺産動機をめぐって

The Inheritance Tax and Household Mobility: An Exploration of Empty Nest Problem

Parental Wealth Transfers and Children’s Wealth Accumulation

Impact of the Work-Style Reform on Overtime Hours and Self-Training Time: Evidence Using Japanese Time Use Data



2019年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Conference on Sustainable Development 2018（国際学会）

応用地域学会2018年研究発表大会

応用地域学会2018年研究発表大会（招待講演）

 ３．学会等名

直井道生

直井道生

 ２．発表標題

 ２．発表標題

敷島千鶴

Naoi, M.

日本発達心理学会第30回大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

東日本大震災前後における建物倒壊危険度が住宅市場に与えた影響の検証

Post-Disaster Assistance, Local Government Spending, and the Samaritan's Dilemma

「行動遺伝学から見る認知的・非認知的能力の発達」

Natural Hazard Information and Migration across Cities: Evidence from the Nankai Trough Earthquake

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
生活経済学会 関東部会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

社会政策学会　第136回（2018年度春季）大会（招待講演）

山田篤裕

別所俊一郎

井深陽子・板谷淳一・宮里尚三

北村行伸

日本経済学会秋季大会

日本経済学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

所得保障政策上の「賃金」と給付水準

区立小学校での補習の効果： 足立区「小学校基礎学習教室」のケース

An Analysis of Peer Effects on Vaccination Behavior Using a Model of Privately Provided Public Goods

世代間資産移転と相続税

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Japanese-Finnish seminar 2017

International Association for Time Use Research（国際学会）

Western Economic Association International（国際学会）

Isamu Yamamoto

Isamu Yamamoto and Sachiko Kuroda

Isamu Yamamoto and Sachiko Kuroda

T.Ishino, M.Seko, K.Sumita, M.Naoi

The 22nd AsRES Annual Conference 2017 (2017年アジア不動産学会) 　（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Does mental health matter for firm performance? Evidence from longitudinal Japanese firm data

Why Do People Overwork at the Risk of Impairing Mental Health?

Does Experience of Wage Cuts Enhance Firm-level Wage Flexibility? Evidence from Panel Data Analysis of Japanese Firms

The Effect of Housing Inheritance on Heir's Tenure Choice, Consumption and Savings in Japan



2017年

2017年

2018年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

一橋大学商学研究科ファイナンス研究センタ－  2017年度 第19回金融研究会　（招待講演）

『住宅市場における世代間・地域間ミスマッチの解明―パネルデータによる経済分析』ワークショップ

Department of Policital and Economic Studies Seminar, University of Helsinki

 ３．学会等名

隅田和人・瀬古美喜・吉田二郎

Masao Ogaki

 ２．発表標題

 ２．発表標題

石野卓也・瀬古美喜・隅田和人・直井道生

新倉博明・瀬古美喜

2017年度 ARSC研究発表大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

家計の転居・住宅改修行動の実証分析：遺産動機をめぐって

Introducing Virtue Ethics into Normative Economics for Models with Endogenous Preferences

The Effect of Housing Inheritance on Heirs' Tenure Choice, and Household Wealth Accumulation in Japan

女性社内取締役と女性社外取締役が企業の業績に与える効果：東証一部、二部、マザーズ、ジャスダックの比較

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

(一社)住宅生産団体連合会「住宅政策勉強会」　於住宅生産団体連合会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 39th International Association of Time-use Research（国際学会）

黒田祥子

黒田祥子

敷島千鶴

隅田和人

The 14th Western Economic Association International Conference（国際学会）

日本社会心理学会第57回大会 広島大学

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Why Do People Overwork at the Risk of Impairing Mental Health?

Does Experience of Wage Cuts Enhance Firm-level Wage Flexibility?　Evidence from panel data analysis of Japanese firms

Self-esteemの安定と変化に寄与する遺伝と環境―パーソナリティとの関連から(ワークショップ「Self-esteemとは何かを考える」)

住宅価格変動の計量経済分析：住宅ローン減税の住宅価格への影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本経済学会秋季大会（青山学院大学）

(一社)住宅生産団体連合会「住宅政策勉強会」　於住宅生産団体連合会（招待講演）

Asian Real Estate Society at Lin Hotel in Taichung, Taiwan（国際学会）

NBER　East Asian Seminar on Economics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

隅田和人

隅田和人

隅田和人

Yukinobu Kitamura

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Long-term Care Facilities and Elderly Household Mobility in Japan: Empirical Analysis of the Micro-Level Survey”

住宅価格変動の計量経済分析：住宅ローン減税の住宅価格への影響

Long-term Care Facilities and Elderly Household Mobility in Japan: Empirical Analysis of the Micro-Level Survey

Income Tax Reforms and Intra-Generational Redistribution: Evidence from Japan



〔図書〕　計32件

2020年

2020年

2021年

2020年

149

296

189

177

東洋経済新報社

東京大学出版会

創元社

日本評論社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

宇井貴志・加納隆・土居潤子・西山慶彦編・山本勲・佐藤主光・チャールズ、ユウジ、ホリオカ・堀一
三・大竹文雄・松谷恵・渡辺安虎・成田悠輔・内藤貴仁

福田慎一編・山本勲・田中賢治・宮川努・石川貴幸・鍋山徹・戸村肇・田中茉莉子・三平剛

安藤寿康監・敷島千鶴・平石界編

経済セミナー編集部編・大垣昌夫・北村行伸・他24名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

現代経済学の潮流2020

技術進歩と日本経済

ふたご研究シリーズ　第1巻　認知能力と学習

新版　進化する経済学の実証分析

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2020年

2021年

2020年

2020年

198

57

270

384日経BP

日本評論社

NIRA総研

オーム社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

小林慶一郎・森川正之編著・黒田祥子・鶴光太郎・土居丈朗・他21名

鶴光太郎

大久保敏弘・辻琢也・中川雅之・他3名

隅田和人・ 岡本基・ 岩澤政宗・ 金燕春・ 水村陽一・ 吉田崇紘

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

コロナ危機の経済学

AIの経済学ー「予測機能」をどう使いこなすか

NIRA研究報告書「全国市区町村長の政策意識とリーダーシップのあり方」に関するアンケート調査

ExcelとRではじめる やさしい経済データ分析入門

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2020年

2020年

2019年

2020年

-

384

184

347

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

慶應義塾大学出版会

日本評論社

勁草書房

東洋経済新報社

経済セミナー編集部編・北村行伸・大垣昌夫・他24名

山本勲編著

日本経済学会編・山本勲

津谷典子・菅桂太・四方理人・吉田千鶴編著・直井道生・他7名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

現代経済学の潮流：働き方改革の経済分析：企業パネルデータと労働者・企業マッチデータを用いた検証

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

人口変動と家族の実証分析

新版　進化する経済学の実証分析

人工知能と経済

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2020年

290

200

372

260東京大学出版会

 ２．出版社

 ２．出版社

Miki Seko

経済セミナー編集部編・瀬古美喜・黒田祥子・井深陽子・阿部彩・亀坂安紀子

鶴光太郎編・山本勲・黒田祥子・佐野晋平

Springer Nature Singapore Pte Ltd.

日本評論社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ２．出版社
日本評論社

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

Housing Markets and Household Behavior in Japan

経済セミナー増刊：本当に伝えたい経済学の魅力

雇用システムの再構築に向けてー日本の働き方をいかに変えるか

第4次産業革命と日本経済：新たなテクノロジーは働き方をいかに変えるか―AI時代に向けた展望

矢野誠編・鶴光太郎

 ２．出版社

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2018年

2018年

2019年

2018年

-

191

883丸善出版

東洋経済新報社

Springer

遠見書房

M. Seko

敷島千鶴他, 繁桝算男 (著, 監修, 編集)

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

246

不動産政策研究 各論IV 国際不動産政策（第2部　2-3「中国、日本、スウェーデンにおける住宅市場の機
能の比較」分担執筆）

"Housing Markets and Household Behavior in Japan", Advances in Japanese Business and Economics
19

心理学概論 (公認心理師の基礎と実践２)

 １．著者名

 １．著者名

教育社会学事典

 １．著者名
赤林英夫, 日本教育社会学会(編)

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名
瀬古美喜, 不動産政策研究会（編）

 ２．出版社

 ２．出版社



2018年

2019年

2018年

2018年

296

304

222

280

東京大学出版会

慶應義塾大学出版会

慶應義塾大学出版会

東洋経済新報社

直井道生他, 不動産政策研究会（編）

国友直人・山本拓（編）  国友直人, 柳川堯, 椿広計, 鈴木督久, 山口景子, 佐和隆光, 竹村彰通, 中西
寛子, 青山和裕, 下川敏雄, 山本拓, 深尾京司・池内健太, 多田洋介, 阿向泰二郎, 川崎茂, 美添泰人,
北村行伸

樋口美雄・石井加代子・佐藤一磨

阿部正浩・山本勲

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

多様化する日本人の働き方―非正規・女性・高齢者の活躍の場を探る

不動産政策研究 各論II 不動産経済分析（第3章「不動産担保制度と住宅市場：最近の研究動向とわが国へ
の示唆」分担執筆）

統計と日本社会 データサイエンス時代の展開

格差社会と労働市場－貧困の固定化をどう回避するか

 １．著者名

 １．著者名
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瀬古美喜
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 ５．総ページ数
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社会への投資(「長寿社会における基盤整備としての人的資本政策」)

既存住宅市場の活性化（共著　土地総合研究所編）

経済学者が贈る未来への羅針盤（共著　経済セミナー増刊所収）

Behavioral Economics: Toward a New Economics by Interation with Traditional Economics
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ミネルヴァ書房
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黒田祥子・山本勲

山田篤裕
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人手不足なのになぜ賃金が上がらないのか（分担執筆。担当：第5章：「給与の下方硬直性がもたらす上方
硬直性」）

産業保健心理学（分担執筆。担当：第13章：「職場のメンタルヘルスのアウトリーチ：経営とメンタルヘ
ルス」）

「貧困基準：概念上の『絶対』と測定上の『絶対・相対』」駒村康平編『貧困（福祉＋α）』

やさしい行動経済学（分担執筆。担当：第11章：「メンタルヘルスをどう守る」）
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計21件
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Technological Progress and Inequalities of Time allocation and Well-being

Technological Progress and Inequalities of Time allocation and Well-being

Mini-Conference on Equality among Children and Families: Evidence from China,
Korea, Japan, and the World

The causes and driving forces of increasing inequalities in OECD countries

The economic and social consequences of inequality
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 開催年

 開催年
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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Conference: Development of Empirical Research Using Panel Data

Special Lecture: Too Many Children Left Behind: The U.S. Achievement Gap in
Comparative Perspective

Workshop on empirical policy research in family and education

先進国における所得の動態: OECDによる格差分析の最前線

2018年～2018年

Who Starts Ahead and Who Moves Ahead? Achievement, Social Adjustment and their
Production in Children (Prof. Randy Olsen)

ニューヨーク市立大学 マイルズ・コラック教授　特別講義 不平等の世代間連鎖

Mini-Conference on Equality among Children and Families: Evidence from China,
Japan, and the World

Harmonized Cognitive Aging Study Workshop

Special Lecture at IES, Graduate Students' Workshop

Conference on Retirment, Labor Market, and Health

 開催年

 開催年

Aging Unequally? The First Look at Wealth Inequality in India

WIC Participation and Relative Quality of Household Food Purchases

「幼児期教育の経済学」慶應義塾大学経済研究所附属 こどもの機会均等研究センター特別
講義
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 国際研究集会
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Mini-conference on issues in the early childhood education research

国際学際交流シンポジウム「フィンランドに学ぶ働き方改革　～持続可能な働き方と健
康・幸福～」

Depressivity over the Life Course (Prof. Randy Olsen)

 国際研究集会


